
ﾏﾙﾁｶﾗｰﾌﾛｰｻｲﾄﾒﾄﾘｰによる多発性骨髄腫の
微小残存病変解析検査

新規薬剤や治療法の進歩などによって、多発性骨髄腫（multiple myeloma：
MM）患者治療では極めて深い奏効を得る事が可能となり、患者予後と深い
関わりを有する微小残存病変（MRD）を評価する重要性が増しています。こ
の検査は、ﾏﾙﾁｶﾗｰﾌﾛｰｻｲﾄﾒﾄﾘｰ（MFC）を用いて微小残存病変（MRD）を検
出し、その奏効度合いを確認する事を目的としています。

MM MFCは8種類の抗体を用い、1000万個以上の細胞を測定する事により

高感度の結果を得る事が可能です。また、本検査はEuroFlowTMとの相同性

が確認されております (Takamatsu et al, Int J Hematol, 2019)。
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Statistics ：各ﾏｰｶｰおよび細胞群の取り込み細胞数(個)と割合(%)

MM MRD細胞の確認：MM 細胞特有のﾏｰｶｰ群による反応性の確認およ
び細胞内染色（免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ軽鎖）によるｸﾛｰﾅﾘﾃｨの確認（腫瘍性）

Population：詳細解析によるﾀｰｹﾞｯﾄ細胞群の階層

MM MRD ：取り込み細胞に対する微小残存病変の割合(%)

※CD38抗体はcytognos社のﾏﾙﾁｴﾋﾟﾄｰﾌﾟ抗体を使用しております。

※

実施抗体と分布 MM細胞 正常形質細胞

CD38 形質細胞性腫瘍で高発現 ＋＋ ＋＋

CD138 形質細胞特異的 ＋ ＋

CD45 形質細胞の分化を確認 －～＋ ＋

CD56 単ｸﾛｰﾝ性形質細胞 －～＋ －

CD19 多ｸﾛｰﾝ性形質細胞 － ＋

CD27 形質細胞、ﾒﾓﾘｰB細胞、etc －～＋ ＋

cy Igκ Igκ/λ比によるｸﾛｰﾅﾘﾃｨｰの確認
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